檄
全国の仲間の力で、大阪府知事・大阪市長ダブル選挙に勝利しよう

　全国の自治労組合員の皆さん！

　11月10日に、大阪府知事選挙が告示され、13日には、大阪市長選挙が告示された。両選挙とも投開票日は11月27日である。連合・自治労は「倉田薫さん」（府知事候補）、「平松邦夫さん」（市長候補）を全力で支援している。
今回のダブル選挙は、橋下前府知事を代表とする「大阪維新の会」（以下、「維新」と略）系の首長による専制的な政治に歯止めをかけ、基礎自治体と公共サービスを守るためにも極めて重要なたたかいだ。大阪市を解体し、職員の削減と公共サービスの民営化を公約としている「維新」系の候補の勝利を許せば、同様の政治潮流が全国で跋扈する可能性がある。住民自治を基礎とした地方自治と公共サービスの確立をめざす自治労にとって、きわめて憂慮すべき事態となることが予想される。その意味でも、今回のダブル選挙は、全国の自治労組合員にとっても重要なたたかいだ。
　橋下前府知事に象徴されるように、「維新」系の候補者は、公務員や役所、既存の政党などを敵にしたて、マスコミを活用した大衆煽動的な政治手法を取り、橋下氏は「今の日本の政治に必要なのは独裁」と明言するなど、民主主義を否定している政治勢力といえる。
　「維新」がめざす政策も到底許容できるものではない。「大阪都構想」は大阪市の解体をめざしており、補完性の原理にもとづく基礎自治体の強化と地方分権の流れを否定する構想だ。さらに、「維新」の公約である教育基本条例や職員基本条例は、免職規定の強化を背景に、教職員に対する管理・統制を強化し、トップへの服従だけを求めており、現場職員の発意や働きがいを否定する内容である。
　自治労は地方自治の確立と質の高い公共サービスをめざす立場からも、今回の大阪ダブル選挙に全力で取り組む決意である。全国の自治労組合員の皆さんの最後までの取り組みをお願いする。
各県本部・単組におかれては、大阪府・大阪市に在住する知人・友人に対して、「倉田　薫さん」（府知事候補）、「平松邦夫さん」（大阪市長候補）への支持拡大に向けて、最大の取り組みをお願いする。ともに、がんばろう！
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